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「ANNART BOTANIC AROMA OIL の生理的・心理的影響に関する検討」報告書            
 

       報告 2018 年 6 月 
 
           研究責任者 広島大学医歯薬保健学研究科 教授 小林 敏生 

フイットネスコミュニティけんこうパーク 代表 保科 壽直 
フューテックエレクトロニクス株式会社 若菜毅敏 

【研究目的】 
日本人を対象にタイ産アロマ芳香剤―ANNART BOTANIC AROMA OIL―「NITRO」

の吸入による生理的・心理的影響からリラックス効果、心身の改善効果について検討し、今

後の心身ケアや体力づくりに役立てることを目的とする 
Physical and psychological effects of  ANNART BOTANIC AROMA OIL on Japanese. 
 
【研究方法】 
１．場所  ：広島市中区八丁堀 フイットネスコミュニティけんこうパーク 実験室 
２．実験日時：2018 年 4 月 13 日（金）・14 日（土）の２日間、測定時間一人１時間とし

た． 
３．被験者：けんこうパークに参加している者のうち中高齢者（40-70 歳代）を対象とした． 
＊対象者の除外条件 
1)生理的測定に影響を与える薬物服用者、2)強いアレルギーを有する者、嗅覚障害のある者．

また、今までに芳香物質（香水、アロマオイル、お香のかおり）で気分不良、頭痛、皮膚炎

などのアレルギー症状を経験したことがある者 
４．【試薬】 

NITRA（Lavender, Sandal wood, Geranium）の成分と薬理作用(表 1）．     
表 1 NITRA の成分と薬理作用  
NITRA 成分 薬理作用 

Lavender Oil 自律神経のバランスを調整する働き、ストレスや怒

りの緩和作用 

Shea Butter Ethy  
Estes 
Sandal Wood Oil 
Geranium Oil 

アカテツ科シアバターの木の種子の胚（植物性脂肪）    
頭痛、不眠症などの神経系の鎮静作用． 
南アフリカ原産の植物、皮膚の炎症治療、ストレス

軽減 

 
５．【実験計画】 
実験は、NITORA 前後の心理調査(SF-8、POMS、アロマの香りに関る基本情報・基本感
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情)、および循環機能測定（血圧、自律神経機能）、脳波測定とした｡実験は、脳波のベルト

と自律神経機能測定器を装着して、実験前５分間、NITRA オイル液を鼻腔に近づけて１分

間吸入（smell1）、その後 4 分間の非吸入状態における測定（smell1after）を 4 回繰り返

し、実験終了時５分間測定を継続した（表 2）． 
 
表 2 NITRA による生理的心理的影響に関するプロトコール  
方法・時間 
 

測定項目 

開始 
事前 

測定 
事前 

実験： 
1 回：吸入 1 分＋非吸入 4

分  

測定 
事後 

後調査   
･終了 

 

15 分間 5分間 1 回 2 回 3 回 4 回 5 分間 5 分間 交代 

協力・同意（同意書）       
基本情報（調査票 1） 
SF-8、K6 調査（調査票 2） 

      

NITRA の香りと心身の健

康状態（調査票 3） 
      

NITRA 吸入前後の測定       
POMS（調査票 4） 
循環機能（血圧・脈拍測定） 

 
 

     

NITRA 吸入前、吸入時、吸

入後の持続測定 
  ①  ②  ③  ④    

脳波（BrainProFM929） 
自律神経機能（TAS9） 

 
 

     

 
【結果】 
１．被験者の概要  
被験者は本実験への同意の得られた 8 名中、辞退者１名を除く 7 名（88%）で、年齢は、平

均±SD（62.1±12.0 歳、44～76 歳）、性別は、男性 3 名、女性 4 名であった（表 3）。 
表 3．被験者の概要  n=7 

ID 性 年齢 BMI 
身体的健康

QOL（標準 50） 

精神的健康

QOL（標準 50） 

K６得点 

（カットオ

フ 5） 

好きな香り 

NITRA 吸入によ

る 

香り嗜好 

服薬 

180413001 女性 60 歳代 27.1 41.3 51.4 4 柑橘系 好き 無 

180413002 男性 40 歳代 202 45.3 47.1 1 森林系 好き 狭心症 

180413004 女性 70 歳代 19.8 52.1 56.5 1 
森林系ハーブ

系 
ふつう 骨 
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180413005 女性 40 歳代 17.1 54.4 40.0 7 柑橘系 好き 血液 

180413006 男性 70 歳代 21.3 55.6 55.1 0 森林系 嫌い 高血圧 

180413007 女性 70 歳代 23.3 43.3 59.1 0 
森林系・柑橘

系 
ふつう 無 

180413008 男性 50 歳代 22 37.9 46.3 6 柑橘系 ふつう 高血圧 

備考       

平均±SD 

男３、

女４ 

40 歳代 2

名、50 歳代 1

名、60 歳代１

名、70 歳代３

名 

21.5

±

3.1 

47.1±6.9 50.8±6.7 
2.7±

2.9 

森林系４名、  

柑橘系 4 名、         

ハーブ系１名 

好き 3 名（43%）、      

ふつう 3 名

（43%）、嫌い１名

(14%) 

服薬無 2 名、 

高血圧 2 名、 

その他３名 

 
２．NITRA 吸入による脳波（α波：リラックス、β波：緊張）の影響 
脳波の周波数（Hｚ）は、θ波（５Hz）は眠気，まどろみ、α波（7.5Hz）はリラックス、

β波（22HZ）は緊張と判断されている。NITRA 吸入後は吸入前に比べて、リラックス波

（α波）が上昇し、緊張波（β波）の低下を認めた特徴的な波形が認められた 2 事例（ID5、
ID8）を示す（図 1-1、図 1-2）．なお、2 事例に共通していたのは NITRA 吸入前に精神的

健康の低下（抑うつ傾向（K6）有、精神的サマリースコア標準以下（SF8））があり、吸入

後は POMS と主観的健康状態の改善を認めた（表 3）． 
 

NITRA 吸入前には精神的健康の低下があり、NITRA 吸入後には気分・精神的健康状態が

改善した事例 
図 1-1：事例 ID５（40 歳代、女性）の NITRA 吸入前後の脳波α波・β波      

 

befor
e
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after
1
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2

after
2
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4

after
4
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図 1-2：事例 ID8（50 歳代．男性）の NITRA 吸入前後の脳波α波・β波 

 

 
３．NITRA 吸入による自律神経機能（HR：心拍、HF：リラックス神経、LF/HF：緊張神

経）の影響 
自律神経は内分泌系・免疫系とともに生体の恒常性維持に関わっており、心拍、および副

交感神経活動（HF、リラックス状態）と交感神経活動（LF/HF、緊張状態）のバランスの

調節に関わっている．測定結果の得られた 6 名の NITRA 吸入による自律神経機能への影響

については、心拍（HR）は smell2（吸入 6-10min 後）から smell4（吸入 16-21min 後）

で減少傾向を示した．また、Ln HF は smell1（吸入直後、1-5min 後）は有意に低下し、そ

の後は有意ではないが上昇し、Ln LF/HF は smel1（吸入直後）には有意に上昇、その後は

有意ではないが低下した。そのような経過を辿る 2 事例（ID１･ID8）を示す（図 2-1、図

2-2）。2 事例は、NITRA 吸入前は身体的健康の低下（身体的サマリースコア（SF-8）標準

以下、主観的健康感で痛み）があり、吸入後は NITRA の香りが良い、身体的健康状態の改

善を認めた． 
NITRA 吸入前に身体的健康の低下があり、吸入後には身体的健康状態が改善した事例 
図 2-1：事例 ID7（70 歳代、女性）の吸入前後の自律神経機能（Ln HF、Ln LF/HF） 

 

before smell 1 after 1 smell 2 after 2 smell 3 after 3 smell 4 after 4
α wave 1.487 1.511 1.464 1.624 1.735 1.969 1.846 1.619 1.788
βwave 0.849 0.854 0.894 0.780 0.825 0.926 0.856 0.848 0.976
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図 2-2：事例 ID1（50 歳代、女性）の吸入前後の自律神経機能（Ln HF、Ln LF/HF） 

 
 
４．NITRA 吸入による循環機能（収縮期血圧：SBP、拡張期血圧：DBP、脈拍：PR）への

影響 
NITRA 吸入による循環機能については、PR は、吸入後は前に比べて 7 名全員が減少し

有意に改善した．血圧の変化量（吸入後―前）は、SBP（-0.7ｍｍHｇ）、DBP（-1.0ｍｍHg）
低下したが有意ではなかった（表 4）。 
表４ NITRA 吸入前後の循環機能（SBP、DBP、PR） ｎ=7 

循環機能 

平均収縮期血圧 

SBP mmHg 
平均拡張期血圧 

DBP ｍｍHg 
平均脈拍              

PR  回／min 

NITRA 吸入前平均値 135.0±16.3 79.2±6.9 77.1±9.2 

NITRA 吸入後平均値 134.3±21.4 78.2±8.1 71.6±10.8 

変化量（吸入後―前） -0.7±8.2 －1.0±2.3 -5.6±2.2 

漸近有意確率 (両側) 0.735 0.396 0.018 

 
５．NITRA 吸入による気分プロフィール（POMS 下位尺度 T 値：ネガティブ（5 尺度）、

ポジティブ（1 尺度）、総合的気分状態：TMG）） 
NITRA 吸入後の POMS のネガティブ尺度は、不安―緊張（T-A）に改善傾向を認めたが、

抑うつー落込み（D-D）、怒りー敵意（H-A）、疲れ（F）、混乱（C）の低下、およびポジテ

ィブ尺度の活気（V）に低下を認めたが有意な改善ではなかった（表 5） 
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after

Smell2
after

Smell3
after

Smell4
after

ID1 Ln HF 5.04 4.61 5.44 5.47 5.54
ID1 LnLF／HF 0.95 1.13 0.90 0.91 0.98
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表 5 NITRA 吸入前後の POMS の T 値、TMG n=7 

POMS 尺度・TMG 
緊張ー不安 

T ｰ A_ 

抑うつー落

込み D-D 

怒りー敵

意 A ｰ H_ 
疲労 Fat_ 混乱 Con 活気 Vig 

総合的気分

状態 TMD 

吸入前平均値 40.4±6.1 47.7±6.8 40.9±5.3 41.3±4.9 49.6±9.0 48.7±11.4 7.43±11.3 

吸入後平均値 37.4±3.9 43.0±4.8 39.6±5.3 40.4±5.9 47.0±8.0 48.9±14.3 1.71±11.9 

変化量（吸入後―

前） 
-3.0±3.8 -4.7±8.0 -1.3±6.4 -0.9±8.5 -2.6±6.9 -0.1±12.3 -5.7±11.1 

漸近有意確率 (両側) 0.068 0.104 0.752 0.686 0.344 0.893 0.235 

 
６．NITRA 吸入による主観的健康状態の改善 
芳香効果については、報告されている感情、および心身の健康状態をもとに試作した主観

的健康状態 15 項目（7 尺度：ネガティブ（1-3）、どちらでもない(4)、ポジティブ（5-7））
を用いて吸入前後の２回調査した．NITRA 吸入後は、吸入前の「痛み・疲れ・不調」が消

失し、「くつろぎ・活力・気楽さ・癒し」が増強した（図 3-1、図 3-2）．また、改善した者

のなかで、3 名は NITRA 吸入後香りが好きであった（表 6）。 
表 6 NITRA 吸入による主観的健康状態の改善 

ID 性 年齢 服薬 
身体的

QOL 

精神的

QOL 

好きな

香り 

NITRA

香嗜好 

主観的健康状態        

（吸入後の改善、増強） 

ID１ 女性 60 歳代 無 標準以下 標準以上 柑橘系 好き 
痛みの改善、          

くつろぎ・活力増強 

ID２ 男性 40 歳代 狭心症 標準以下 標準以下 森林系 好き 
痛み・不調の改善、       

くとろぎ、活力、癒しの増強 

ID5 女性 40 歳代 血液 標準以上 標準以下 柑橘系 好き 
痛み・疲れ・ストレスの改

善、気楽さ、活力増進 

ID7 女性 70 歳代 無 標準以下 標準以上 
森林系・

柑橘系 
ふつう 痛みの改善 

 
NITRA 吸入前に身体的健康状態の訴えがあり、吸入後は訴えが改善した事例 
図 3-1：事例 ID5（40 歳代・女性）の NITRA 吸入前後の主観的健康状態の改善 
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まとめ 
日本人の中高齢者 7 名を対象にタイ国産「NITRA」の吸入による生理的・心理的影響につ

いて検討した結果以下の効果が確認できた 
1. NITRA の吸入によって脳波のα波の上昇とβ波の低下を認め、リラックス効果、緊張

緩和効果を示す者がいた． 
2. NITRA の吸入によって自律神経機能は、HR の減少傾向、および吸入直後は HF（リラ

ックス）の低下、LF／HF（緊張）の増加があったが、その後は徐々に HF（リラック

ス）は上昇、LF／HF（緊張）が低下したことから、吸入当初はやや緊張が生じるが、

その後はリラックス神経活動が増し、緊張神経活動の緩和を示した者がいた．  
3. NITRA の吸入によって、心拍数は減少したが、血圧は大きな変化がなかった． 
4. NITRA の吸入による POMS の不安―緊張が改善し、ネガティブな気分の低下が示唆さ

れた． 
5. 特に NITRA の香りが好きな者に主観的健康感の改善を認める者がいた. 
 

1)痛みー

快調

6)疲れー

活力

3)苦痛ー

くつろぎ

10)ストレ

スー癒し

2)不調ー

気楽

4)悩みー

平穏

5)心配ー

安心

7)眠気ー

覚醒

ID ２ 吸入前 3 4 4 6 3 5 5 3
ID ２ 吸入後 6 7 7 7 7 7 7 1

1
2
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4
5
6
7
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ガ
テ

イ
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７
ポ

ジ
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醒

ID ５ 吸入前 3 2 4 2 4 2 2 4
ID ５ 吸入後 5 5 5 4 5 4 4 7
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